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取 組 事 例 名 『児童委員会のあいさつ運動へ』 

取 組 の ね ら い『キーワード 教師主導からの脱皮』 

 

熊野町では，小中学校連携して 6 つの行動スキルの「がん熊ス

キル」を身に着けさせようとしている。「大きな声であいさつを

しよう」はその一つである。これまでは教師主導で進めてきたが，

今年度は，児童が主体的に「あいさつをする」よう取り組んだ。 

取組の具体的内容『キーワード 児童の主体性』 

 

・自分のあいさつの様子の振り返り，あいさつを以前よりしていないこと，声が小さくなっていること

に気づかせる。【学校評価児童アンケート

「レベル 5 のあいさつ」前年度 5 月肯定的

評価 83.3%⇒今年度 5月肯定的評価78.7%】 

・一部の地域の人から「熊四小の子どもの

あいさつの声が小さくなっているね」と言

われたことを知らせる。 

・児童委員会は，振り返りや地域の人たち

の言葉を受けて，朝のあいさつ運動を実施

することを決め，分担を決めて，あいさつ

運動を始めた。 

・児童委員会の児童が朝会であいさつのモ

デルを示す。【「自分から・立ち止って・相

手を見て」「あいさつをして」「お辞儀をす

る」】 

・6 年生の

「あいさつ

やります！

宣言」クラス

が主体的に

あいさつ運

動を行った。 
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取組の課題・創意工夫『キーワード プラス評価』 

 

・児童委員会は各学年のあいさつ名人にあいさつのコツやあいさつを

した時の気持ちをインタビューし，あいさつした時の気持ちよさを給

食時の放送で伝えた。 

 3 年生のあいさつ名人に選ばれた男子からは，あいさつのコツとして

「恥ずかしがらず，元気よく挨拶をする」こと，あいさつをしたとき，

「心が温まるし，気持ちがよくなる」こと，あいさつをされたら，「う

れしくなって知らない人でも友だちになった」との発表があった。 

・「気持ちのいいあいさつができていますね。」などといった来校者の評価を児童に伝えるようにした。 

 

取組の成果（効果）『キーワード よさを広める』 

 

・各学年のあいさつ名人からの放送では，児童のあいさつに対する目的意識や相手意識を高めることが

できた。放送を聞いたのち，あいさつするときのコツを生かす児童が出てきた。 

・帰りの会で，自分のあいさつを振り返り，自分のあいさつがよくできたことを自己評価できた。 

・今年度の学校評価アンケートの「レベル 5 のあいさつ」に関する児童の肯定的評価は，5 月 78.7% 

⇒1 月 76.5%と，一定数を保っている。一方，職員の肯定的評価は，5 月 33.3%⇒1 月 66.7%と大幅に増

加している。児童の意識レベルはほとんど変化していないが，職員の評価が上がっていることから，児

童のあいさつの質の高まりがあったととらえることができる。 

 

今 後 の 展 開『キーワード 引き継ぎ』 

・児童委員会の 6 年生から 5 年生に「あいさつ運動」の引き継ぎをする。 

 

他校へのアドバイス『キーワード 気づきの場づくり』 

 

・教師が設定した「あいさつ運動」から，児童主体の「あいさつ運動」への転換を目指すために，児童

に自分のあいさつの実際はどうなっているか振り返り，気づかせるための場づくりが必要である。 

 


